ビジネス探究プログラム　ビジネス探究Ⅱ　ＰＢＬ教材　評価資料評価資料

	分野名：（科目名）
	総合分野（学校設定科目等）【標準】

	教材タイトル
	ビジネスアイデアを構築しよう
　～イノベーションを起こした先人の知恵を借りて～　



	１　本単元の目標

	＜１時間目（ケース教材を用いた講義及び個人アサインメントの作成）＞
　・課題発掘に関する視点を理解する。
　・先人の知恵からアイデアを構築する方法を理解し、実践する。
　・現存する社会問題や課題、自己の問題を発見する。

　＜２時間目（グループ内及び全体意見共有）＞
　・現存する社会課題や自己の問題をビジネスとして解決しようとする。
　・未来の姿を見据えた事業を考察できる。
　・積極的にグループ内の話し合いに参加する。
　・他者の意見により、多面的・多角的な視野を獲得する。



	２　評価規準・基準と具体的評価方法（〇記録に残す評価　●指導に生かす評価）

	【Ａ】知識・技術（５点）
 　　 〇「アサインメントその１　個人学習」の２～４において、現存の社会問題について理解し、課題発掘をしようとしている。
        ※以下の評価Ｂの△については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は四つである。
　　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「アサインメントその１　個人学習」の「アサインメント２～４」において各項目△つの記述がされている（各項目、１文で記載されていても△つの記述があれば評価Ｂとする）。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
【Ｂ】思考・判断・表現（５点）
〇「アサインメントその２　グループ学習」の３・４において、先人の知恵を活用し、現存の社会問題を解決させるためのアイデアを構築しようとしている。
  ※以下の評価Ｂの△については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は三つである。
　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「アサインメントその２　グループ学習」の３・４において新しい商品やサービス、事業の創出について、それぞれ△つのアイデアを考えている。
　　評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度（５点）
●グループでの意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
〇振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。
　　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
　　　　　評価Ｂ（３点）…「【授業を終えて】今回の授業を通じて学んだこと、学びを今後どのように生かしたいかを記入してください。」において考察し、今回の学習を今後に生かそうとしている。
　　　　　評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。

	【総合評価】（15点満点）
　　総合評価Ａ・・12～15点
　　総合評価Ｂ・・７～11点
　　総合評価Ｃ・・６点以下
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